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食育基本法

本基本計画の目標が、食育推進の環境整備となるように
具体的に意見や提案と参考事例を報告。

第５次食育推進基本計画（案）<重点事項の方向性>

(1)学校等での食や農に関する学びの充実
(2)健全な食生活の実践に向けた「大人の食育」の推進
(3)国民の食卓と生産現場の距離を縮める取組の拡大
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対策の提案 目標④「朝食を欠食する子供の割合 0％」
「朝食を欠食する子供の割合が近年増加傾向」

⇒ 欠食児童・生徒が多い学校・地域での学校での朝食提供
を試行しては？

＊アメリカでは、小・中・高等学校では朝食も提供が増加
フードバンクの協力で貧困家庭の児童生徒に週末食品提供

＊ノルウェーの保育所：保護者が昼食・果物と野菜を持参
保育所で昼食の一部を朝食として食べることも可能
高校：希望する高校生に朝食を提供 遠方から通学

朝食を提供するスタッフ 職業訓練の場
どこで食べるかではなく、朝食を食べることを重視
朝食を食べる習慣を身につけることを重視 2



参考事例：アメリカ・ミズーリ州 コロンビア
学校給食の朝食・夕食提供の取組（2017～2025年）

朝食 朝食

子ども用毎週末配布食品

高校生の夕食提供590Kcal
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参考事例 学校給食で朝食について実践的に学ぶ
中学生：朝食の重要性を理解し、自分で準備できるように
学校給食に、バランスの良い朝ごはんメニューを提供。
手作りインスタント味噌汁“みそ玉”の提案
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対策の提案
目標⑬「1日当たりの果物摂取量の100g未満の者の割合 30％以下」

果物摂取量⇒国産果物摂取量にしたらどうか？

また、学校給食での果物提供が少ない 令和４年度 小学校10.6g 中学校12.0g

（出典：学校給食栄養報告 / 令和４年度使用食品の分類別摂取状況：平均摂取量）
意見：地場・国産果物を補助金等を付し、せめて現在の2倍量を学校給食で提供して
ほしい。⇒目標⑥⑦⑧にもプラス効果

地場・国産果物の生産者の努力などについて学習し、おいしい食体験を重ねて
地域・国内の農業への理解を深めて欲しい。

参考事例：「令和６年度学校給食に長野県地場産物
を活用した献立コンクール」（2024年11月16日）
優良賞：長野市第四給食センター（10,900食を

      調理する中での献立の工夫に感心）
＊イタリア・ローマ、スウェーデン：
   地場産・国産の有機食材、有機食品を100％使用
   する給食を目標⇒日本でも、もっと国産の有機食材、
   有機食品の使用割合はアップできるはず 5



参考事例：ノルウェーの保育所
保護者：昼食・果物と野菜を持参
保育所で間食に持参の果物・野菜を
食べる。いろいろな種類を味わう経験。

スウェーデン：残食⇒コンポスト、
スクールバスで農場等へ、バイオマス
エネルギーで走る市内・スクールバス。

学校教育において食育が推進される環境整備に努める！ 6



学校教育における食育の推進 インセンティブ高めるには？
＊高校入試・大学入試⇒食育活動への積極的な参加をプラス評価
＊就職活動⇒食育活動への積極的な参加・企画をプラス評価
＊校長の理解が重要⇒食育を推進する管理職の研修会の充実
＊教員との連携が重要⇒教員養成・卒後研修で食育を学ぶ機会
（プログラム等）の充実 ⇒教員採用でプラス評価
栄養教諭の卒後研修の充実 ⇒教員評価でプラス評価

参考事例（研修会）長野県教育委員会：令和７年度学校給食研究協議会（オンライン開催）
2025年8月28日

参加対象者 市町村教育委員会学校給食担当者、校長・教頭・場長等管理職、学級担任、給食主任、

食育主任、保健主事、養護教諭、その他関係職員等
実践発表①教科と関連した食育実践 中学校技術・家庭科「地域の食材を生かした手作りおやつ」

東御市立北御牧中学校 教諭加藤恵実
実践発表②「第４期食育推進計画豊かな体験でつながる松本の食はぐくむすこやかな体と心」

～優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進にかかる文部科学大臣表彰文部科学大臣賞～
松本市立波田小学校栄養教諭 荻上裕子

説明「学校給食における有機農産物等の活用について」農政部農産物マーケティング室室長城取和茂 

講演「和食文化と学校給食の関わり～長野県の食文化～」長野県立大学食健康学科 教授中澤弥子

＊スロバキア：学校給食は担任でない別の教員が担当⇒地域サポーターの活用・育成 7



対策の提案 目標㉑「地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や

作法等を継承し、伝えている国民の割合 55％以上」⇒減少傾向

⇒和食文化の魅力を正確に深みのある教材や指導内容で伝える取組の充実

参考事例 和食文化国民会議 「

平均寿命 世界でトップクラス：女性１位、男性６位（2023年）

かつては1891-1898（明治24-31）年 男性 42.8 歳 女性 44.3 歳
2024（令和6）年  男性81.09歳 女性87.13歳

       〇健康寿命 世界でトップクラス：世界２位（2021年）
和食の健康有用性に関するエビデンスについて学ぶ機会の充実

      〇国立ガンセンターの研究
☆日本食パターンのスコアが高いグループ
⇒全死亡・循環器疾患死亡・心疾患死亡のリスクが低い
☆発酵性大豆食品の摂取量が多い⇒総死亡リスクが低い
納豆の摂取量が多い⇒循環器疾患死亡リスクが低い 8



佐久市学校給食南部センター

中学校：小鮒の甘露煮給食
2020年９月６日実施

学校の参考事例：学校教育で地域の豊かな食文化を学ぶ機会を充実

木曽郡王滝村王滝小学校

小学生に
よる
王滝蕪の
すんき漬を
使ったアイ
デア料理の
すんたく
チャーハン
＊キムタク
ライスを
参考）

王滝蕪を栽培し、王滝蕪のすんき漬と小糠漬を
活用した王滝蕪給食 2025年１月30日実施

王滝蕪の
小糠漬

9



地域の参考事例「信州ひらがな料理普及隊」の活動（2025年８月９日）

食料自給率・食料安全保障に関する話題
気候変動・野生動物被害・種子の問題・稲作再開
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地域の事例：食文化を次世代に伝承する人材養成講座

自給的食料生産・消費
相互扶助の見える化
重点事項：健全な食生活の実践
に向けた「大人の食育」の推進
提案： ⇒企業が食育研修を実施
するだけでなく地域の食育研修
への参加や企画を支援

対策の提案 目標①「食育に関心を持っている国民の割合 90％以上」、⑯「食育の

推進に関わるボランテイア団体等において活動している国民の数 37万人以上」

11



目標についての新たな提案
目標①「食育に関心を持っている人」
⇒「食育の推進に関わる活動を行った人、参加した人」の割合を調べる
大人の食育 食育の推進に関わる活動に参加 学び伝える側へ
大学生の学び 地域課題の理解や解決に食育の視点
大学生の事例：〇小学生と大学生の地域公民館での郷土料理作り（2025
年8月5日） 具沢山味噌汁・にらせんべい・リンゴの寒天寄せ
〇地域の食の達人に学ぶ 料理研究家 横山タカ子氏「発酵長寿県長野
に伝わるお漬物の作り方」（2025年9月4日） 、長野県調理師会長
湯本忠仁氏「発酵長寿 長野県の漬物をさらに美味しくアレンジ
調理」（2025年9月4日）等

〇王滝村で地域の方と共に郷土料理
作りと新レシピ作成等

その他：〇100年フードを発掘する
（長野市・王滝村）

令和5年度認定100年フード
長野県「やたら」飯綱町 12



目標についての新たな提案
「食料自給率の向上のため （食料安全保障に関する）」の直接の設問を
設け、食育で食料自給率や食料安全保障について考える機会や意識を高
め、食料自給率の向上に寄与する行動変容に繋がる機会を充実する。
目標例「食料自給率の認識がどのくらいか？ 理解している国民の割合
を60％以上」を設定する
目標例「食料自給率の向上に寄与する 行動を実践している国民の割合
を60％以上」を設定する

その基本情報として、食育に関する意識調査の設問で、
設問例「現在の日本のカロリーベースの食料自給率はどのくらいだと思
いますか？ 20％未満 約40%  約50％ 約70％ 約90％ から選択」
設問例「食料自給率の向上に役立つ行動を実践していますか？あてはま
る項目を選んでください（選択肢から複数回答可）」
などを調べる。 13
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